
１．主旨：　社会福祉士養成カリキュラムの改正により、相談援助実習は従来の「漠然とした現場体験の提供」から「意図的なソーシャルワーク技術の伝承」へと新たな段階に入った。実習指導者の共通認識形成や基礎的な指導力獲得のための講習会も2年目を終了し、全国で約6000名の実習指導者が誕生したとともに、養成校においても実習担当教員研修が2年目を終了し、実習教育に対する底上げが図られつつある。このような状況を踏まえ、本フォーラムでは、実習受入施設・養成校関係者が一堂に集い、①ケアワークの位置づけ、②個人情報の取り扱い、③実習受入施設と養成校の連携、④実習受入体制構築、⑤実習指導費、など主に実習プログラミング・実習マネジメントをめぐる諸課題について、様々な立場から総合的に研究協議し、今後の実習指導者の視点や取り組み、実習指導者支援のあり方、施設－養成校連携等のあり方等について関係者の共通認識づくりを行う。
２．主催：　一般社団法人岡山県社会福祉士会　　社団法人日本社会福祉士養成校協会岡山県支部
３．後援：　社会福祉法人岡山県社会福祉協議会（予定）

４．日時：　２０１０年５月１５日（土）　１３：００～１６：００
５．会場：　吉備国際大学　岡山駅前キャンパス　５階会議室
（〒700-0022 岡山市北区岩田町2番5号　　※岡山駅東口より線路沿い道路を北へ徒歩約5分、右側黄色の建物）
６．対象：　養成校実習担当教員、実習指導者・担当者、実習受入施設機関の長、その他関係者
（岡山県社会福祉士会会員・非会員、岡山県内外を問いません）
７．定員：　50名

８．参加費：　500円　（当日受付にてお支払い下さい）
９．内容：　　　　12:30　　　13:00　10　　　　　　　　　13:40　　　　　　　　　　　　　14:40　　　　　　　　15:30　　　　　　　16:00
	5月15日
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①話題提供「相談援助実習を巡る諸課題　～調査・研究／議論の経緯～」
駒澤大学准教授／岡山県社会福祉士会実習指導者養成研修委員会委員長　　川上富雄

②ミニシンポジウム「相談援助実習の現状と課題、これからのあり方」
実習指導者の立場から　　津山市社会福祉協議会　主事　井伊　理恵
養成校教員の立場から　　吉備国際大学　講師　岡崎　幸友
コーディネーター　　　　　　川崎医療福祉大学　講師　岡本　宣雄
③分散協議　「相談援助実習の現状と課題、これからのあり方」

シンポジウムを受けて、現状と課題の整理とこれからのあり方についてテーマを絞り分散協議
　　④報告・まとめ
分散会報告を受け、当面の課題・困難点を明らかにし、計画的な対応・達成目標を掲げ共通認識とする
９．参加申込：資料印刷の都合上、４月３０日（金）までに、下記申込用紙にて郵送・FAXで申し込むか、下記申込事項をＥメールに記載して送信してください。（照会先も同じ）

　　　　　　住所　〒700-0815　　岡山市北区野田屋町2-6-22　福中ビル第１　　　岡山県社会福祉士会

TEL&ＦＡＸ．086-201-5253　　　　Ｅメール　csw-okayama@watch.ocn.ne.jp
-----申込書（FAXの場合は切り取らずこのまま送付下さい。FAX086-201-5253県社士会事務局宛）-----
該当の箇所にご記入・レ印をお願いします。
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	参加区分
	□養成校教職員　　□実習指導者　　□実習受入施設機関関係者　　□その他（　　　　　　　　　　）

	所属先連絡先
	〒　　　　　　　　　
ＴEL：　　　　　　　　　　　　FAX：　　　　　　　　　　　　Eﾒｰﾙ

	通信欄
	


※参加申込に際して把握しました個人情報については、本フォーラム以外には使用いたしません。
相談援助実習のありかたフォーラム


「相談援助実習岡山方式の構築にむけて～社会福祉士実習をめぐる諸問題を語る～」








